
残したい川越の風景（9）生きもの育む福田の田んぼでの田植え（2019 年 6 月 1 日撮影）残したい川越の風景（9）生きもの育む福田の田んぼでの田植え（2019 年 6 月 1 日撮影）

コロナ禍前に福田の生きもの育む田んぼで、みんなでコロナ禍前に福田の生きもの育む田んぼで、みんなで
力を合わせて行った田植えの模様です。かわごえ里山イ力を合わせて行った田植えの模様です。かわごえ里山イ
ニシアチブでは、環境にやさしい農法で人と生きもののニシアチブでは、環境にやさしい農法で人と生きものの
にぎわいを取り戻す活動を行っています。ポストコロナにぎわいを取り戻す活動を行っています。ポストコロナ
禍で、田んぼでの本来の活動が本格化し、自然環境を禍で、田んぼでの本来の活動が本格化し、自然環境を
取り戻す活動ができることを願っています。（増田純一）取り戻す活動ができることを願っています。（増田純一）
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　 午 後 の 部 のワークショップは、 日
本 若 者 協 議 会「 日 本 版 気 候 若 者 会
議 」、Climate Youth Japan、Fridays 

For Future 
Saitama の
3 団 体 を ゲ
ストに お 招
きし、 各 団
体の活動内

容を発表いただいた後、参加者ととも
に 6 つ（A ～ F）に分かれてグループワー
クを行いました。

グループワークのテーマ
　2035 年（2050 年脱炭素を見据えて）
にどんな未来になってほしいか

各グループの発表
Aグループ
　自然と歴 史と文化の街という川越
を、” 新しい ” 文化と調和した未来にし
ていくという発想。
　緑を中心とした文化、例えば耕作地

　午前の部「かわごえ環境活動報告会」
では、8 件の報告がありました。
（1）ふくはら子どもエコクラブ「結びつ
く林の活動と身近なエコ活動」
　発足から12年目。小学生が主メンバー
で、地元の循環型農業や雑木林などの
自然環境を守ることが基本活動。農業
体験・雑木林の生き物調査・県の「こ
どもエコフェスティバル」（3 年ぶり開催）
参加報告・SDGs 勉強会などたくさんの
活動を報告いただきました。
（2）増田純一（NPO法人かわごえ里山
イニシアチブ）「生物多様性有機農法が
土壌の健全化と地球温暖化防止に貢献」
　生物多様性有機農法による川越市福
田の田んぼの土壌バクテリアは 56 種
もの豊かな土壌菌で構成され、窒素固
定するバクテリアも含まれていることが
わかった。有機農法は土壌を健全化し、
温室効果ガス亜酸化窒素（N2O）の原
因となる化学肥料を減らし、地球温暖
化防止にも貢献するとのこと。
（3）福原時夫（埼玉県生態系保護協会
川越・坂戸・鶴ヶ島支部）「キタミソウ
の歴史と分布」
　2018 年 11 月 11 日に伊佐沼で発見さ
れたキタミソウ（絶滅危惧 II 類：環境省）
の調査・生育状況の報告、並びに埼玉
県内での新たな自生地発見箇所や歴史

について紹介。今後も行政・他団体と
の連携を図って埼玉県内にとどまること
なく継続的に調査を行っていくとのこと。
（4）丸岡巧美・成川正行・長谷川清（環
境製品評価研究協会）「太陽光発電に
よる蓄電と暮らしの節電」
　CO2 削減が期待できる太陽光発電パネ
ルからの電力を蓄電池に蓄え、電化製品
への活用方法や節電の検証実験の紹介。
（5）丹優介（東洋大学総合情報学部）「ボ
ランティア活動から見るプラスチック問
題の現状と課題」
　文献調査・実地調査・アンケート調査
を行い、プラスチック問題の現状を明ら
かにした。プラスチックごみは拾うこと
も大切だが、生産者・消費者ともにプラ
スチック問題への意識を高め、環境に
配慮した取組を増やし、環境中にごみを
放棄しないことが大切であるとの結論。
（6）関沙耶香（東洋大学総合情報学部）
「川越市における防災及び防災情報の
現状と課題」
　市区町村単位での防災情報の発信
及び意識、情報量の差が生じているこ
とに焦点を当て、川越市の防災情報の
現状と課題を調査。情報の受け手側の
ニーズや用途に合わせて活用できるよう、
多言語対応や高齢者や子どもにも理解
できる情報提供が求められるとの結論。

（7）増田知久（かわごえ環境ネット）「社
会環境部会の活動報告」
　「2022 森フェス in 川越」及び本会社
会環境部会の活動概要の報告。
（8）賀登環（かわごえ環境ネット）「自
然環境部会の活動報告」
　本会自然環境部会の活動概要の報告
及び環境保全の現状と課題の投げかけ。

（飯島希）

開催概要
　2 月 25 日（土）9:30-16:30 にウェスタ
川越活動室 1・2 において、「第 21 回か
わごえ環境フォーラム」を開催しました。
　 コロナ禍に入った 2020 年は中止、
2021 年・2022 年は規模縮小による開
催となっていましたが、 今回は 2019
年以来 4 年ぶりに参加者によるワーク
ショップを開催できました。午前の部（オ

ンライン参加を含む）、午後の部を合わ
せて延べ約 150 名の参加者でした。
　また、この行事に合わせて発行を重
ねてきた「かわごえ環境活動報告集」
を初めてフルカラー印刷で発行しまし
た。なお、報告集の PDF 版を右記 QR
コードのホームページに掲載しています。
　本行事の開催にあたっては、川越市
の後援、パイオニア株式会社川越事業

所、武州ガス株式会社、株式会社環境
総合研究所、初雁興業株式会社の 4 社
の協賛をいただきました。毎回ご協賛
いただきまことにありがとうございます。

（小瀬博之）
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【報告】第 21回かわごえ環境フォーラム（2月25日開催）

　午後の部　ワークショップ「若者×環境=暮らしに根ざした未来」

かわごえ環境フォーラム
（https://forum.

kawagoekankyo.net）

午前の部　かわごえ環境活動報告会

(1) ふくはら子どもクラブ

(4)丸岡さん・成川さん・長谷川さん (5) 丹さん

(6) 関さん (7) 増田知久 (8) 賀登環

(2)増田純一さん

(3) 福原さんを撮影した写真は見つかりません
でした。申しわけありません。

日本若者協議会「日本版
気候若者会議」

Fridays For Future 
SaitamaClimate Youth Japan
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面積 50％に向けて田畑に多くの人が関
わる仕組みを作る。そのためには、計
画を作るときにいろんな人が参加する
こと。そうすることで、いろんな緑×都
市生活＝新しい文化になるのではないか。
Bグループ
　脱炭素に向けては、便利さを保って
二酸化炭素を減らすという矛盾とも言え
ることの両立化、学校給食のコンポス
ト化やガードレールの木質化といったア
イデアも含めて、忙しすぎない街づくり
をしてはどうか。それには、異年齢が
話す場、憩う場を作ったり、自ら行動
する人が育ち、モラル向上にもなる市
民会議を設置するのがいい。
Cグループ
　川越を自立・自給の社会にする。川越
のエネルギー・食・教育・産業全体が自
立し、川越らしさのある街づくりが重要。
　川越らしさ、川越の魅力ある資源循
環のあり方とはどういったことがあるか。
それは、川越の自然環境の充実、特に
中心部に少ない木を増やしたり体験型
エコツーリズム、自転車道の整備や、幼・
小・中学で土地にあった地域の行事を
年中行事化し魅力ある人づくりもする。
また、ゆるキャラにもっと力を入れてほ
しい。ゆるキャラを含め若者を呼び込
む魅力の発信の工夫も必要。
Dグループ
　今の若者の中には、未来をあきらめ
ている学生もいる。植物の名前も知ら
ないし、体験が少ない。これまでの資
本主義がゆえの金儲けや効率化がコ
ンクリート化や農薬の多用になってい
る。農業の担い手不足等、人手不足だ
が、子ども・若者らにまず興味を持って
もらうところから始め、地域の人手不足
は地域のコミュニティで人を育て解決し
ていくよう、コミュニティの強さを育む。
Eグループ
　さつまいもシティをつくりたい。小学
校でも芋ほりを毎年の体験学習にする。
そしてさつまいもの日を制定する。ま
た、オーガニック給食にして、学校でも
オーガニック野菜をつくる。そうすれば、
学校が大人と子どもの交流の場になり、
みんなで話して考える場にもなる。
　他にも、どこでもドリンクバーがある
街になってほしい。おいしい水やスポー
ツドリンクをどこででも無料で飲めるよ
うにしてくれたらうれしい（小 3 生の声）。
そしてアレルギーのない世界になってほ

しい。
Fグループ
　大学生の紙ストローは飲みづらいと
いう発言から議論が始まった。生物分
解する草ストローが開発されているが、
そもそも使い捨てのための改良技術は
果たしてエコなのだろうか。例えば、冷
房も設定温度が強すぎで寒い。これは
エネルギーの使いすぎ。包装も過剰包
装を見かける。
　当たり前になっている日常を疑問に思
うことからエコの議論を深め、なぜそれ

（エネルギーの過剰使用など）が起こっ
ているのかを見つめたところ、根本的な
問題は、” 意識 ” なのではないだろうか
という結論に行き着いた。意識変革に
むけて、SNS で発信し議論したり（真偽
のリテラシーも重要）、環境教育が大切。

全体シェア
　2035 年の望む未来像に対して、各グ
ループから出た未来像は、全体像から
個々のアイデアだったり、一方で問題化
した現状の課題分析や事象のさらに奥
へと考察を行い、人間の意識の問題と
いう根本問題を浮上させたりと、多種
多様の声が出てきました。
2035 年の川越の未来像
　一言で言えば、「自立・自給の川越」。
それは具体的にはどんな川越なのか。
　F グループから出た意識の変革。当た
り前のことをまず疑問に思い、それを
深掘りし、本当の環境意識とは何かに
気づく。変革した環境意識となることで、
B グループのいう便利と両立する CO2 削
減の日常にすること、その日常の延長
線上に、A グループのいう新しい文化が
川越の文化になるのではないでしょうか。
　また、意識の変革。それは教育の場
やコミュニティの場で体験や異年齢交
流（B・D・E グループ）を通して醸成さ
れるのではないでしょうか。直して使う、
自分で作るという以前には当たり前だっ
た意識や技術の継承、幼少期から興味
を持ち、体験を続けるうちに次の担い
手の育成にもつながります。
　そして川越らしさにすぐにもつながる
といえば、E グループからのさつまいも
シティづくり。農に親しむきっかけとな
り、畑や田んぼ体験へとつなげられま
す。そして最後に、E グループの小 3 生
の願い、街中どこでもドリンクバーやア
レルギーのない世界が実現できたら素
敵です ! 子どもの声を形にできるのは先

人の役目。若者の声を聞いて、経験か
らの知恵を生かし 2035 年の川越づくり
にむけて議論とアクションをかわごえ環
境ネットでは続けていきたいと思います。
　2025 年には「川越市環境行動計画」
が改定されます。望ましい川越の未来
像に向けて、2035 年までの川越市の
取り組む具体的な行動計画を作る作業
が今年度（2023 年度）から始まります。
このかわごえ環境フォーラム午後の部
のワークショップで話し合われた声も参
考にして話し合いを進めていきたいと
思いますので、今後もみなさまご注目く
ださい。

謝辞
　最後に、グループワークでファシリ
テーターを務めていただきました髙澤
裕考さん（A グループ）、小林範子さん

（B グループ）、佐藤真美さん（C グルー
プ）、髙澤日美子さん（D グループ）、小
川夕子さん（E グループ）、吉田尚平さん

（F グループ）に御礼申し上げます。ご
協力ありがとうございました。（飯島希）
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F グループのテーブルとプレゼンテーション  

E グループのテーブルとプレゼンテーション  

D グループのテーブルとプレゼンテーション  

C グループのテーブルとプレゼンテーション  

B グループのテーブルとプレゼンテーション  

A グループのテーブルとプレゼンテーション 
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　昨年（2022 年 2 月22日）、17 年ぶりにかわ
ごえ環境ネットに再加入しました。4 年前に埼
玉県生態系保護協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部
の支部長になり、組織内外から加入について
打診がありました。22 年前、かわごえ環境ネッ
ト設立当初、生態系保護協会の支部長が環境
ネットの理事長に就任し、私に支部長をしてほ
しいとの依頼がありました。当時 50 歳の私は、
重度の精神障害に見舞われていました。仕事
の重圧と自然保護ボランティアの両立がうまく
できず、支部長依頼を固辞しました。しかし、
支部役員は辞めないで事務局的な裏方の担当
をさせていただき、食いつなぎました。そして、
62 歳に発症した癌も克服し、前支部長の体調
不良により、4 年前の 69 歳の時にやっと支部
長を引き受ける勇気が出ました。
　また、幸いしたのは生態系保護協会支部と
しては脱退しましたが、支部役員の2 名の方
が個人会員として活躍されていました。その
方たちからの加入要請や元生態系支部役員を
されていて現在理事をされている方やその他
の理事からの声掛けもありました。私はありが
たいと思っていました。しかし、通常の支部活
動を担っていただいている3 名の方が、環境

ネットに加入すると活動が増えて負担になるの
ではないかと心配して加入反対でした。私は
時間をかけてじっくり話し合い、支部役員が《全
会一致》になったら加入しようと辛坊強く話し
合いを継続しました。丸 2 年話し合っていく
中で、環境ネットは個人、自然保護団体、事
業者、行政の連合体であり、各組織での活動
に支障をきたさないということの共通認識に
至り、晴れて再加入するに至りました。
　1年を振り返り、再加入してたいへんよかっ
たと実感しています。私が支部長になり、ある
理事に「第 20 回かわごえ環境フォーラム」に

「伊佐沼の鳥類調査の報告」を発表していただ
きたいとの依頼がありました。苦労をしなが
ら 40 年間の伊佐沼の野鳥観察データや全国
の《ガンカモ調査》等 を々調べて資料を作り
発表したことで、これまで私が関わってきたボ
ランティアの一区切りの総括ができました。ま
た、2021年環境フォーラムを傍聴してさまざ
まな活動をしている方々 とのつながりができて
いたことも大きな要因になりました。
　この1年、生き物調査、自然環境部会、社
会環境部会、総会、クリーン活動等々に参
加して大変勉強になり強い刺激を受けました。

また、今年の第 21回かわごえ環境フォーラム
では、念願の「キタミソウの歴史と分布」をテー
マに発表することができました。特にうれしい
のは、3 年目にして我が生態系保護協会の3
名の支部役員と伊佐沼野鳥保護で連携を取っ
て活動している日本野鳥の会の2 人の役員も
私の発表及び午後の若者とのワークショップ
にも参加され、環境ネットが川越以外にも広
がっていることを実感しています。（福原時夫）

　私の住む川越は近年極端な暑さが増え、一
方で極端な寒さが減ってきています。月刊かわ
ごえ環境ネット2013 年 9月号（No.083）「クー
ルスポット」温度差体験から、当時の真夏の
温度の状況と省エネ温度計についてです。
投稿の要約
　夏の電力需要の最大ピーク時に家庭から地
域の涼しいところへ移動することにより、家庭
のエアコンの電気使用量を減らすことを目的と
して、埼玉県が音頭を取ってはじめた「彩の国
クールスポット100 選」に川越から9 箇所が
選ばれ、県内では「276 箇所」です。社会環
境部会では 2012 年 8 月8・9日に市内のクー
ルスポット9 箇所の温度調査をいたしました。
私も 8月9日に 3 箇所の温度差を体験してき
ましたので紹介します。
体験箇所と温度差　
①名細八幡神社（湧水）　温度差 3.5℃
14:35　境内入口 33.0℃　境内 29.5℃
②市民の森 1 号地内　温度差 2.5℃
14:00　森の入口 33.0℃　森の中 30.5℃
③仙波東照宮石段　温度差 1.5℃　
14:35　境内入口 35.5℃　 境内 34.0℃
　結果は1.5℃～3.5℃までの温度差が見られ、

街中の温度は 35.5℃、郊外は 33℃です。
当時の液晶表示の温度計
　南海電鉄が地球温暖化防止を考えることで
2011年に配った「省エネ温度計」の写真をご
覧ください。温度計の数値の最高が 34℃です。
今となっては信じられないことです。なお、家
の中の一番温度が低い北側の玄関で使用中で
す。
　2011年 3月11日は忘れもしない「東日本大
震災」が起き、福島第一原子力発電所の事故
によりメルトダウンや放射能汚染が発生、原
子力発電に頼る電力の供給が破綻し、計画停
電が実施され、緑のカーテンが推奨されました。
　かわごえ環境ネットの武田理事（当時）は、
同年 4月2日に緑のカーテンの普及のための
緊急会議を開催、夏に向けての暑さ対策と電
力消費の抑制を訴えました。時宜を得たすば
らしい行動力でした。
　2011年に配られた省エネ温度計の測れる
上限温度は 34℃、昨今 6月25日の川越駅西
口道路上の温度は44℃でした。10 年間で約
10℃の気温上昇です。
　国連気候変動に関する政府間パネル（IPCC）
が 2021年 8 月に発行した第 1作業部会第 6

次評価報告書（WGI AR6）では、「1850 ～1900 
年から2010 ～2019 年までの人為的な世界平
均気温上昇は1.07℃（0.8 ～1.3℃）である」と
述べています。
　私の体感やデータでは、2011年 8月と昨年
6月を比較すると少なくとも5℃以上の気温上
昇であると思います。IPCC の報告書とは大き
く違います。
　気候変動（温暖化）問題で、不都合な真実
に目をつぶることなく省エネや資源の節約を個
人や国家が行わないと、地球の多くの場所が、
暑さ、乾燥、洪水、海水面の上昇などで住め
なくなるでしょう。よくない方向に日々 向かっ
ていると体感しております。　　　（菊地三生）

【社会環境部会コラム】社会と環境について思うこと（23）私の体感から地球温暖化を考える
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【自然環境部会コラム】自然を訪ねて（9）再加入して１年を想う

伊佐沼のキタミソウ調査（2023.3.31 撮影）

九十川河口のキタミソウ調査（同日撮影）

名細八幡神社
（湧水）

南海電鉄が配布した省エネ温
度計（右は部分拡大）

緑のカーテン
普及のための

緊急会議

ゴーヤの緑の
カーテン

2022 年 6 月
25 日 川越駅
西口道路上で
の温度 44℃
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【参加者募集】「川越市内の川の一斉水質調査」6月4日（日曜日）実施

【参加者募集】「夏の郊外クリーン活動」7月17日 （月曜日・海の日）実施
かわごえ環境ネットでは、春夏秋冬に
年 4 回のクリーン活動をしております。
夏は 7 月 17 日（月）に活動を行います。
多くの方の参加をお待ちしています。
実施概要
日時：7 月 17 日（月・海の日）9:30-11:30
場所：川越市民聖苑やすらぎのさと

（川越市小仙波 867-1）
参加申込
7 月 3 日（金）10:00 から電話で環境政
策課（Tel.049-224-5866）に連絡
当日の連絡先
かわごえ環境ネット　菊地
携帯電話番号　080-5546-2362
E-mail: kikums@beige.ocn.ne.jp
今後の予定

「秋のクリーン活動」は 10月7日（土）、「冬
の川越 中心市街地 歳末まち美化活動」
は 12 月 24 日（日）を予定しています。
新訂版『川越の自然』を有料頒布

2021 年 2 月に発
行し た『 新 訂 版 
川越 の自然−雑
木林・河川・公園・
湧 水・社 寺 林 を
訪ねて−』（A5 判、
180 ページ、フル
カラー） を 当日
有料頒布します。

　毎年 6 月第 1 日曜日に全国で「身近
な水環境の全国調査」が行われていま
す。川越市ではかわごえ環境ネットが「川
越市内の川の一斉水質調査」として主
に担当していて、今年は 6 月 4 日（日）
午前に行います。
　参加を希望する方は、5 月 12 日（金）
の社会環境部会・自然環境部会におい
て参加の旨をお知らせいただくか、5 月
25 日（木）までにかわごえ環境ネット
事務局（本紙最終ページに連絡先を掲
載）までご連絡ください。
　また、本会総会開催前の 5月27日（土）
9:30-10:00 に説明会を開催しますので

総会 会場に直 接お
越しください。
　2022 年 の 調 査
地 点（23 地 点 ） と
COD（化学的酸素要
求量）の 結果は地
図の通りです。分担
を決めて調査ポイン
トで採水して、水質
調査会場（昨年は北
公民館でした）に持
ち寄って簡易キット
を 使って COD など
を測定します。

2022 年 6 月 5 日の川越市内の川の一斉水質調査（COD）結果

かかわわごごええ環環境境ネネッットトでではは年年にに４４回回ののククリリーーンン活活動動ををししてておおりりまますす。。
多多くくのの方方のの参参加加ををおお待待ちちししてておおりりまますす。。

頒頒布布中中
か わ ご え 環 境 ネ ッ ト
事務局 川越市環境部環境政策課
☎ ０４９-２２４-５８６６（直通）

夏夏 のの 郊郊 外外
ククリリーーンン活活動動ののおお知知ららせせ

日 時 ２０２３年 ７月１７日（月）海の日
行 程 ９時３０分 「やすらぎのさと」入口に集合

（川越市大字小仙波８６７－１）
トングとごみ袋を配布後、グループ毎に活動を開始
１１時３０分「やすらぎのさと」で分別し解散

参参加加申申込込 ７７月月３３日日（（月月））午午前前１１００時時～～ 電電話話でで環環境境政政策策課課にに ☎☎ 049-224-5866
当当日日のの連連絡絡先先 菊菊地地 ☎☎ ００８８００－－５５５５４４６６－－２２３３６６２２

メメーールル kikums@beige .ocn .ne . jp

おわびと訂正
本紙 2023 年 3・4 月号（No.190）4 ペー
ジ【自然環境部会コラム】自然を訪ねて

（8）の本文において、「エフデノタイマ
ツ」は「エフデ、タイマツ」の誤りでした。
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理事会・事業運営委員会
2月21日（水）事業運営委員会・理事会
主な議題：1第 21回かわごえ環境フォー
ラムのゲスト団体の川越事前訪問、謝
礼、ワークショップの運営方法、協賛企
業へのお礼訪問日時と担当、2事業報
告・事業計画のスケジュール、3総会
案内と振込用紙は 4 月に郵送希望者の
み郵送、メールサービス希望者にはメー
ル通知、4ボランティア保険の案内を 3
月広報に同封して発送、5 3 名の新規
入会、6霞ヶ関北地区で 6 月から実施
予定の「環境対話カフェ」準備状況の
報告、7クリーン活動の今後の対応
3月21日（水）事業運営委員会・理事会
主 な 議 題： 1 2022 年 度 事 業 報 告、
2023 年度事業計画の読み合わせと今後
の総会議案書作成スケジュールの確認、
2総会終了後に懇親会を屋外で実施す
ることを承認、3会計監査の対応の確
認、4腕章の発注、5「若者×環境＝
暮らしに根ざした未来」に関連した内
容について本紙への連載の提案、6 1
社新規入会、1 名退会の報告。会員数

は個人 145、民間団体 24、事業者 26、
行政 1 の計 196　　（理事長 小瀬博之）

社会環境部会
3月10日（金）13:30-14:30
市役所地下修養室で社会環境部会の例
会を開催。参加者は 7 名。
協議事項
1 2022 年度の社会環境部会の予算状
況の確認と活動のふりかえり、2第 21
回かわごえ環境フォーラムのふりかえり、
3 2023 年度の社会環境部会の活動計
画について協議

（社会環境部会代表 増田知久）

自然環境部会
3 月例会は 10 日（金）9 名参加、4 月
例会は 14 日（金）11 名参加、市役所
地階修養室にて開催された。
1. 活動報告
①「（仮称）川越市森林公園」計画地
定例活動 2 月 13 日（月）参加者 12 名、
2 月 27 日（月）参加者 20 名 巣箱の点検、　
3 月 13 日（月）参加者 13 名 林内観察、　
3 月 27 日（月）参加者 18 名 シュンラン

の森手入れ、②池
辺公園定例活動 3
月 14 日（火）参加
者 8 名 アズマイチ
ゲ開花数確認 272
花、③生き物調査
小委員会 2 月 17 日

（金）参加者 10 名 
福原公民館、④巣箱づくり 2 月 16 日（土） 
栗原造園にて 2 名参加 4 個新設、⑤
生き物調査研修会 3 月 17 日（金） 参加
者 10 名 ウェスタ川越 講師：牧野彰吾
氏、⑥生物多様性講座～かわごえの植
物をたずねて～ 3 月 25 日（土）9:30-12:00　 
川越南文化会館（ジョイフル） 講師：牧
野彰吾氏 参加者 20 名 雨天だったので
野外観察のかわりに牧野氏の植物の進
化や花の構造などのお話。面白く好評
だった。（川越市主催、本会協力）
2. 協議事項
来年度の計画を話し合った。生き物調
査は環境の特性に応じて行い、入間川
流域などにもトライする。観察会やイベ
ントについて日程などを検討した。

（自然環境部会代表 賀登環）

会合
●社会環境部会（第 2金曜日） 1 5月12日・
2 6 月 9 日（金）13:30-14:30
●自然環境部会（第2金曜日） 15月12日・
2 6 月 9 日（金）14:30-16:00 
◆事業運営委員会 3 5 月 17 日・4 6
月 14 日（水）9:00-10:00
◆理事会 3 5 月 17 日・4 6 月 14 日（水）
10:00-11:30
◆広報委員会 5 5 月 10 日・6 6 月 7 日

（水）9:00-9:30
★「川越市内の川の水質調査」事前説
明会 7 5 月 27 日（土）9:30-10:00
●総会 7 5 月 27 日（土）10:00-11:30 
●懇親会 8 5 月 27 日（土）12:00-13:00
ごろ 、参加費 1,500 円、事前申込必要
会場：13川越市役所 7 階 7C 会議室 

（川越市元町 1-3-1）、24川越市役所
7 階 7E 会議室、56オンライン（URL
は委員に別途案内）、7川越市立博物
館（川越市郭町 2-30-1）視聴覚ホール、
8総会会場周辺の屋外（予定）

＊12は会員が自由に参加できます。

自然環境部会の活動
★🅰「（仮称）川越市森林公園」計画
地 植物調査・保全活動（毎月第 2・第
4 月曜日） 5 月 8・22 日，6 月 12・26 日，
7 月 10・24 日（ 月 ）9:30-12:30 集 合：
川越南文化会館（ジョイフル）（川越市
今福 1295-2） 
★🅱池辺公園定例活動（毎月第 2 火曜
日） 5 月 9 日，6 月 13 日，7 月 11 日（火）
9:30-12:00 場所：池辺公園（川越市池
辺 1302） 
🅰🅱の問い合わせ先：賀 登（Tel.049-
234-9366）
★🅲社寺林の観察会 6 月 17 日（ 土 ）
9:30-12:00、喜多院・中院の樹木を中
心に観察、25 名募集、参加費 200 円 
★🅳田んぼの生き物調査 7 月 1 日（土）
9:30-12:00、かわごえ里山イニシアチブ
と共催、25 名募集、参加費 500 円
★🅴キノコの観察会 7 月 9 日（ 日 ）
9:30-12:00、（仮称）川越市森林公園計

画地、25 名募集、参加費 200 円
申込先：🅲🅳は 6 月 2 日（金）10:00 から、
🅴は 6 月 9 日（金）10:00 から電話で環
境政策課（Tel.049-224-5866）

広報委員会
2023年7・8月号（No.192，7月1日発行）
原稿募集（会員対象）
提出期限：6 月 8 日（木）
提出方法：原稿（テキストデータ、図
表）と写真等の画像（ 解像 度の高い
元 デ ー タ） は 電 子 デ ー タで 編 集 担
当 共 有 のメ ーリング リスト（koho@
ml.kawagoekankyo.net）に送付。メー
リングリストは事前登録が必要。未登
録 の方 は 広 報 委 員 会メール（koho@
kawagoekankyo.net）に問い合わせを。
メールを使用していない方は、かわご
え環境ネット事務局（環境政策課、川
越市役所本庁舎 5 階）に提出。
本会「ホームページ」「note」への投稿
会員であれば随時対応します。koho@
kawagoekankyo.net へご連絡を。

か
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報告

予告・募集

新設した巣箱
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NPO法人かわごえ里山　　　　
イニシアチブ

増田純一（E-mail: hatsukarinosato@
googlegroups.com, Tel.070-5599-2623）
近況報告
4 月 3 日（月）高校生のための探求学習
を行いました。これは高大連携の一環
として農作業体験を通しての環境学習、
なりたい自分探しやコミュニケーション
能力を育てるために月 2 回行うものです。

予告
川越市福田の田んぼでは 5 月連休中ス
トロベリーキャンドルで田んぼは花いっ
ぱいになります。田んぼを自由開放し
ます。お弁当を持ってお出かけください。
Facebook https://www.facebook.
com/kawagoesatoyama
HP http://kawagoesatoyama.ciao.jp/

福原ファームクラブ
横山三枝子（Tel.049-246-9319）

予告 
◎おいしく・楽しく農業体験 場所：明見
院（川越市今福 677）近く、会費：一家
族 1,000 円（年間）、1 5 月 13 日（土）
9:30-12:30 ごろ 大根畑の片付け、2 6
月 10 日（土）9:30-12:30 ごろ 大根・ニ
ンジン畑の片付け

川越フォレストクラブ
賀登環（Tel.049-234-9366） 

報告
3 月 8 日（水）は「リョウブの森」のヒ
サカキ、シラカシなどの照葉樹をかな
り片づけました。
予告
◎「（仮称）川越市森林公園」計画地
「リョウブの森」の手入れ 5 月 10 日（水）

8:30-12:00 集合：川越南文化会館（ジョ
イフル）、 「（仮称） 川越市森林公園」計
画地で、動力班と手作業班で効率よく、
かつ植生に配慮した手入れを行ってい

ます。奇数月の第 2 水曜日が活動日です。

こもれびの森・里山支援隊　　
（東洋大学小瀬研究室）

小瀬博之（E-mail: hkose@toyo.jp, Tel./
Fax.049-239-1532）, https://www.toyo.

ac.jp/social-partnership/satoyama/ 
報告
3 月 4 日（土）はコナラ枯損木を伐倒。
周囲にある伐採木の朽ちた積み木を片
付けたところ、カブトムシの幼虫を多数
発見。4 月 15 日（土）は 4 年ぶりのキノ
コの菌打ちを、雨天のため屋根下で実施。

予告
◎里山林保全活動  1 5 月 20 日（土）
8:30-16:00、2 6 月 24 日（土）8:30-16:00、
場所：東洋大学川越キャンパス（川越市
鯨井 2100）、定員：15 名（高校生以上、
事前予約必要）、作業：枯損木の伐倒、
林床の下刈り、希少植物の保護など（2
は既参加者向け研修の予定）。
3 年 3 か月ぶりに一般参加者の募集を
再開します。詳細はこもれびの森・里
山支援隊ホームページをご覧ください。

公益財団法人埼玉県生態系保護
協会川越・坂戸・鶴ヶ島支部

内野（Tel.049-222-1731）、当日の携帯
電話連絡（Tel.090-7003-8617）

予告 
◎伊佐沼でバードウオッチング（毎月第
2 日曜日）集合：10:10 伊佐沼西岸蓮見
橋近くのあずまや
1 5 月 14 日（日）10:10-12:00 5 月 10 日
からバードウィークです。鳥たちの子育
てをじゃましないように、静かに観察し
ます。
2 6 月 11 日（日）10:10-12:00 夏鳥が揃っ
て出迎えます。オオヨシキリ、コアジサ
シなどです。いつもいるカイツブリ、カ
ルガモは子連れです。
◎川越水上公園自然観察会 3 5 月 6 日

（土）9:00-12:00 集合：川越水上公園（川
越市池辺 880）入口ロータリー。池周囲、
入間川土手、入間川河川敷遊歩道を野
草を中心に観察をしながら散策します。
123共通 雨天中止 , 持ち物：飲み物・
筆記用具・あれば観察用具（双眼鏡・ルー
ペ・図鑑など）, 参加費：一般 300 円、
高校生以下 100 円（保険代・資料代）

個人会員からのおしらせ
松岡壽賀子さん（社会環境部会）
高階南公民館（Tel.049-245-3581）

予告
◎かんきょうサロン「健康と環境とお
財布にやさしい生活術」 会場：高階南
公民館（川越市藤原町 23-7）、参加費：
無料。持ち物：直近 2 ～ 3 か月分の光
熱水費料金票。参加されたみなさんと
身体や環境に負荷の少ない取組や暮ら
し方など、井戸端会議のようにお話しし
ています。知って、その後を豊かに楽に
しましょう。1 人でも多く動いたら減災・
防災につながります。
1 5月17日（水）10:00-11:30（コミュニティ
スペース）「電気の使用量を減らすには」
暑くなる前に、暑さ対策と健康のため
にできること。
2 6 月 12 日（ 月）10:00-11:30（コミュ
ニティスペース）「生ごみの活用術」ちょっ
とした工夫や調理の仕方で、ごみを減
らそう。

6-8 ページの記号凡例
★：本会主催・後援等一般公開行事　●：本会会員対象行事　◆：本会理事・
委員対象会合　◎：本会会員等主催のイベント等　○：その他（個別記事参照）
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せ

マコモ株分けの要領を学ぶ高校生

3 月 8 日 作業の合間に

カブトムシの幼虫を多数発見（3 月 4 日）

キノコの菌打ちの様子（4 月 15 日）



1 月
2 火
3 水 憲法記念日
4 木 みどりの日
5 金 こどもの日
6 土 ◎ 9:00 川越水上公園自然観察会
7 日
8 月 ★ 9:30（仮称）川越市森林公園計画地植物調査・保全活動
9 火 ★ 9:30 池辺公園保全活動

10 水 ◎
◆

8:30
9:00

「（仮称）川越市森林公園」計画地雑木林の手入れ
広報委員会

11 木
12 金 ●

●
13:30
14:30

社会環境部会
自然環境部会

13 土 ◎ 9:30 おいしく・楽しく農業体験
14 日 ◎ 10:10 伊佐沼でバードウォッチング
15 月
16 火
17 水 ◆

◆
◎

9:00
10:00
10:00

事業運営委員会
理事会
かんきょうサロン「健康と環境とお財布にやさし
い生活術」

18 木
19 金
20 土 ◎ 8:30 東洋大学「こもれびの森」里山林保全活動
21 日
22 月 ★ 9:30（仮称）川越市森林公園計画地植物調査・保全活動
23 火
24 水
25 木
26 金
27 土 ★

●
●

9:30
10:00
12:00

「川越市内の川の一斉水質調査」事前説明会
2023 年度総会
懇親会

28 日
29 月
30 火
31 水

1 木
2 金 ○ 10:00「社寺林の観察会」「田んぼの生き物調査」参

加受付開始
3 土
4 日 ★ 午前 川越市内の川の一斉水質調査
5 月
6 火
7 水 ◆ 9:00 広報委員会
8 木 ○ 本紙 2023 年 7・8 月号（No.192）原稿投稿期限
9 金 ◎

●
●

10:00
13:30
14:30

「キノコの観察会」参加受付開始
社会環境部会
自然環境部会

10 土 ◎ 9:30 おいしく・楽しく農業体験
11 日 ◎ 10:10 伊佐沼でバードウォッチング
12 月 ★

◎
9:30

10:00
（仮称）川越市森林公園計画地植物調査・保全活動

かんきょうサロン「健康と環境とお財布にやさ
しい生活術」

13 火 ★ 9:30 池辺公園保全活動
14 水 ◆

◆
9:00

10:00
事業運営委員会
理事会

15 木
16 金
17 土 ★ 9:30 社寺林の観察会
18 日
19 月
20 火
21 水
22 木
23 金
24 土 ◎ 8:30 東洋大学「こもれびの森」里山林保全活動
25 日
26 月 ★ 9:30（仮称）川越市森林公園計画地植物調査・保全活動
27 火
28 水
29 木
30 金

2023年 5月 2023年 6月
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おことわり　本紙の記事は、各著者の寄稿及び広報委員会の編集によって構成されていますが、これらは、組織の公式な見解を示すもの
ではありません。また、本紙は寄稿及び作成時点までの信頼できる各種情報に基づいて作成し、正確性の確保に努めていますが、その正
確性に対してかわごえ環境ネットは責任を負いません。本紙は読者ご自身の判断と責任で利用いただき、本紙を利用することで生じたい
かなるトラブルおよび損失、損害に対して、かわごえ環境ネットは一切責任を負いません。

かわごえ環境ネット会員募集
かわごえ環境ネットでは、個人会員、団体会員を随時募集し
ています。年会費は個人会員1,000 円、団体会員 2,000 円です。
会員特典
1本紙「広報かわごえ環境ネット」や各種おしらせを郵送・
電子メールでお届け、2本紙及び本会インターネットへの記
事の掲載、チラシの同封、3本会主催の事業への優先参加、
4総会、専門委員会活動への参加
詳細
かわごえ環境ネット事務局（川越市環境政策
課 ） に問 い合わ せるか Web サイト（https://
kawagoekankyo.net）をご覧ください。 入会案内

インターネットアクセス（QRコード）

ホームページ Twitter Facebook

Instagram YouTube note

←かわごえ里山イニシアチブ

こもれびの森・里山支援隊→
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